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メ
ン
バ
ー
の
平
均
」
も
出
る
。
そ
れ
が
二
五
パ
ー
セ
ン

タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

な
ぜ
注
目
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
下
位
二
五
％

の
中
に
、
恐
ら
く
ハ
ト
派
の
イ
エ
レ
ン
議
長
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
の
利
上

げ
回
数
に
つ
い
て
「
二
五
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
」
で
も
三

月
に
二
回
か
ら
三
回
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
銀
行
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
景
気
が

上
向
い
て
い
る
状
況
で
は
、
イ※

１

ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
政
策
は
非
常
に
効
果
を
発
揮
す
る
。
原
油
価

格
が
戻
り
期
待
イ
ン
フ
レ
率
が
上
昇
す
る
局
面
で
は
、

世
界
各
国
の
長
期
金
利
に
上
昇
圧
力
が
か
か
り
、
ゼ
ロ

近
辺
に
ア
ン
カ
リ
ン
グ
し
て
い
る
日
本
の
長
期
金
利
と

の
金
利
差
が
拡
大
し
、
円
安
に
な
り
や
す
い
た
め
で
あ

る
。

　

従
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
ま
ま
で
維
持
さ
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
来
年
に
は
金
融
政
策
の
変
更
を
行
う

可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
引
き
金
を
引

く
の
は
円
安
の
進
行
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
や
減
税
の
中
で
も
特

に
レ※

２

パ
ト
リ
減
税
は
効
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
来
年
に

か
け
て
ド
ル
高
円
安
が
相
当
進
む
可
能
性
が
あ
る
。
過

去
を
振
り
返
れ
ば
、
一
ド
ル
一
二
五
円
を
超
え
て
く
る

と
、
輸
入
物
価
の
上
昇
で
庶
民
か
ら
悲
鳴
が
上
が
り
、

官
邸
も
そ
れ
を
気
に
し
て
為
替
市
場
で
黒
田
ラ
イ
ン
が

形
成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

め
、
過
去
の
経
験
則
に
従
え
ば
、
そ
れ
ま
で
は
あ
ら
ゆ

る
手
を
使
っ
て
景
気
を
支
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
の
経
済
成
長
は
製
造
業
循
環
が
上
向
く
要
因
が

メ
イ
ン
で
加
速
し
、
来
年
の
経
済
成
長
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の
拡
張
的
な
財
政
政
策
の
効
果
が
メ
イ
ン
で
更
に
加
速

す
る
と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
主
張
す

る
金
額
の
半
分
く
ら
い
で
も
拡
張
的
な
財
政
政
策
が
実

現
す
れ
ば
、
恐
ら
く
米
国
経
済
に
過
熱
感
が
で
て
く
る

た
め
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
米
連
邦
準
備
理
事
会
）
が
利
上
げ
ペ

ー
ス
を
速
め
る
可
能
性
が
高
い
。

　

過
去
の
経
験
則
で
は
「
経
済
が
過
熱
す
る
な
か
で
Ｆ

Ｒ
Ｂ
が
利
上
げ
を
加
速
す
る
」
局
面
は
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン

入
り
の
サ
イ
ン
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
今
後
の
見
通
し
の

結
論
と
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
と
二
〇
一
八
年
は
経
済

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
は
今
年
あ
と
一
〜
二
回
、
来
年
は

三
〜
四
回
と
想
定
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
、
基
本
的

に
は
ド
ル
高
円
安
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
ド
ル

一
二
〇
円
台
半
ば
程
度
ま
で
円
安
が
進
む
局
面
に
な
る

と
、
日
銀
は
長
期
金
利
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
引
き
上
げ
も
検

討
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
け
ん
引
役
は
日
銀
の

金
融
政
策
で
あ
っ
た
が
、
数
年
以
内
に
日
銀
は
試
練
の

と
き
を
迎
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
米
国
経
済
は
八
年
近
く
景
気
拡
張
を
続
け
て

い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
永
遠
に
上
昇
し
続
け
る

景
気
は
な
い
。

　

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
は
、
世
界

経
済
が
好
調
な
と
き
は
威
力
を
発
揮
し
、
特
に
米
国
が

金
融
引
き
締
め
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
大
き
く
プ
ラ

ス
に
働
く
が
、
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
迎
え
た
米
国
が
金
融

緩
和
に
転
じ
れ
ば
、
今
の
ス
キ
ー
ム
で
は
円
高
を
抑
え

込
め
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

海
外
か
ら
の
批
判
を
度
外
視
す
れ
ば
、
外
債
購
入
等

の
選
択
肢
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
実
的
に
は
難
し

い
。
と
な
れ
ば
、
緩
和
の
た
め
に
吸
い
上
げ
る
国
債
が

足
り
な
い
こ
と
に
な
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
マ
ネ
ー
に
近

い
政
策
を
採
る
可
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
米
国
経
済
が
好
調
な
う
ち
に
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
行
方

堅
調
、
二
〇
一
九
年
頃
か
ら
景
気
後
退
入
り
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

金
融
政
策
の
変
更
以
外
で
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
動
向
や
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
（
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
）
の
最
大
の
注
目
点
は
ず

ば
り
ド
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
、
つ
ま
り
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

の
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
見
通
し
を
点
（
ド
ッ
ト
）
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
全
体
の
見
通
し
以
上
に
注
目
さ
れ
る

の
が
二
五
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

三
の
倍
数
の
月
に
開
か
れ
る
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
は
Ｆ
Ｆ
レ

ー
ト
の
見
通
し
が
公
表
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
メ
デ

ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
の
は
「
全
体
の
中
央
値
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
体
の
中
央
値
以
外
に
も
「
下
位
二
五
％
の

日
米
金
融
政
策
の
注
目
点

い
か
に
日
本
経
済
も
正
常
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。
あ
と
二
〜
三

年
の
う
ち
に
米
国
経
済
が
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
陥
れ
ば
、

二
〇
一
九
年
十
月
に
消
費
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
四
年
四
月
に
消
費
税
率
は
五
％
か
ら
八
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
増
税
後
の
消
費
低
迷
は
想
定
以

上
と
な
り
、
消
費
税
増
税
は
拙
速
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

筆
者
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
は
肯
定
的
で
あ
り
、
言

葉
を
選
ば
ず
に
言
え
ば
、
日
本
の
政
策
当
局
が
初
め
て

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
近
い
政
策
を
実
行
し
た

だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
海
外
で
は
一
般
的
な
経
済
政

策
を
体
現
し
て
い
る
の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
あ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
大
胆
な
金
融

緩
和
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
日
銀
は
平
成
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
も
大
胆
な
金
融
緩
和
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
デ
フ
レ
と
い
う
異
常
な
経
済
状
況
を
長
期
間

放
置
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の
罪
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
自
体
の
方
向
性
は
正

し
い
が
、
二
〇
年
間
デ
フ
レ
を
放
置
し
て
し
ま
っ
た
が

ゆ
え
に
、
企
業
・
家
計
と
も
に
、
心
理
的
萎
縮
が
続
い

て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
年
間
デ
フ
レ
を

放
置
し
た
弊
害
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
お
り
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
効
果
を
減
退
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

去
年
の
秋
頃
か
ら
世
界
の
景
気
循
環
が
上
向
い
て
き

て
い
る
。
景
気
循
環
は
一
旦
上
向
け
ば
す
ぐ
に
は
腰
折

れ
し
な
い
た
め
、
少
な
く
と
も
来
年
あ
た
り
ま
で
は
景

気
拡
張
期
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

去
年
の
秋
頃
に
上
向
く
ま
で
二
年
程
度
、
製
造
業
の

景
気
循
環
は
低
迷
し
て
い
た
。
ト
リ
ガ
ー
は
中
国
で
あ

る
。
製
造
業
Ｐ
Ｍ
Ｉ
を
確
認
す
る
と
、
二
〇
一
四
年
の

秋
頃
か
ら
中
国
が
五
〇
を
下
回
り
始
め
、
少
し
遅
れ
て

米
国
が
五
〇
を
下
回
り
、
そ
の
後
日
本
も
五
〇
を
下
回

っ
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
明
確
に
中
国
の
生
産
が
戻
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
が
世
界
の
景
気
循
環
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
、

先
進
国
に
良
い
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
中
国

は
今
年
十
月
に
五
年
に
一
度
の
共
産
党
大
会
が
あ
る
た

今
後
の
経
済
展
望
と
投
資
環
境 Toshihiro N

agaham
a

第
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命
経
済
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究
所

経
済
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査
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首
席
エ
コ
ノ
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永
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廣

※1　イールドカーブ・コントロール政策：10年物国債の金利をゼロに誘導する、長期金利操作政策
※2　レパトリ減税：企業が海外で得た利益を本国に還流する際の減税措置


